
　

　項　　　目 検討すべき内容 予算の要否 現　　　状　　　等9 本会議  手話通訳の導入 　テレビ放映等で代表・一般質問時に　手話通訳の導入 要 ２８年度当初予算に実施に向けて調査費を計上14 その他  請願 　請願の受付を当日まで 否 【これまでの状況】　H24.5.23議会改革推進会議で、開会日の１週間前の受付を開会日前日に変更（H24.6.20各派連絡会了承）3  委員会の資料について 　委員会資料の事前配付 否 【これまでの状況】　H26.12.8議会改革推進会議とりまとめ　　各委員会において、資料の量や内容も異なるため、審査にあたっては、できるだけ早く必要な資料の提供を　　求めることで確認（H27.1.26各派連絡会了承）7  委員会審議の方法 　付託項目ごとの審議 否8  委員会の表決の方法 　付託案件ごとの表決 否12  委員会の審議時間について 　委員会の審議時間の見直し　（１日の開催では不充分） 否 【審議時間実績（平成２３年２月定例会～平成２６年１２月定例会）】　○全８０回（５常任委員会×４定例会×４年）のうち　　・審議時間が４時間を超えたもの　２回（平成23年2月定例会 総警4時間50分、厚生4時間51分）　　・審議時間が３時間を超え４時間未満のもの　１１回　○平均審議時間　総警2時間16分、厚生2時間16分、経労2時間10分、建設1時間52分、文く1時間56分1  情報の開示 　条例・規則の書籍化、要綱等の　インターネット開示 要 【現状】　・県の条例・規則については、県ホームページから閲覧が可能　　　（条例、規則それぞれ400本弱、それ以外に委員会等規則など全体で1200本あまり）　・条例や規則の制定や改正は年間約200本（平成26年度実績条例91・規則104）　・要綱・要領等がホームページで閲覧可能かどうかは、個々に異なる。6  情報端末の活用 　委員会への電子機器の持込可 否 【現在の取扱い】　「議場内でスマートフォンやタブレット端末等の電子機器は使用しないことを確認」(H27.3.2議会運営委員会）　「議場及び委員会室に携帯電話を持ち込まない」(H25.3.25各派連絡会)【他府県の状況】　委員会に持込可としている団体は１２府県（H27.7富山県調査) 　　宮城、茨城、群馬、福井、長野、三重、滋賀、大阪、香川、高知、長崎、宮崎2  インターネット中継の改良 　タブレットやスマートフォンでも　視聴できるように改良 要 これまでの運転費用に加え、新たな運転費用が発生4  ＩＣＴ環境の整備 　議会棟のWi-Fi環境の整備 要 初期費用と運転費用が発生5  情報端末の活用 　タブレット端末の活用 要 システム対応のための予算が必要11  議会資料の電子化等の取組 　紙ベース資料の削減、電子化の推進 要 【他府県の状況】　ペーパーレス化の取り組み（H27.7島根県調査）　　○実施済み１県（鳥取）　　　※鳥取県の実施状況（H27.11.10 議会運営委員会県外調査結果）　　　　まだまだ紙資料を希望する議員が多く、ペーパーレス化は進んでない状況　　○検討中７県（神奈川・富山・長野・岐阜・和歌山・高知・長崎）10  広報の充実 　テレビ放送の休憩中を利用した　県議会情報の充実 否（コンテンツを自前で作成する場合） 【現状】　　議会日程等を案内13  質問の方法 　１問１答方式、もしくは、現状方式と　１問１答方式の選択制への見直し 要（会議時間の延長や議場改修が必要な場合） 【これまでの状況】　H25.11.29　各派連絡会了承　　本会議での質問方式については、現行の一括質問、一括答弁とすることで確認済15  会議時間の確保 　本会議の開始時間の見直し　　（例:１０時から） 要（時間延長する場合）16  一般質問割当の見直し 　議長に通告すれば一般質問が可能と　なるよう見直し 要（時間延長する場合）本会議
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